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■ブレード部　■メンテナンス関係

主な事業・営業品目

主な製品・技術等

①プロダクト事業：マイクロ波通信機器、衛星通信機器、光伝送通信機器、通信制御機器
②フィールド事業：モバイル通信基地局保守、ネットワーク関連保守、大型風力発電設備保守
③技術支援事業：電気設計、構造設計、基板設計、ソフト設計、試作評価

風力発電分野の取組み

弊社では主に通信機器関係の事業展開を
行ってきましたが、2017年より風力発電

機のメンテナンス業務を開始しました。毎年業務の幅を広げ、
2020年にIRATA（産業ロープアクセス業者協会）のロープアク
セス技術を習得し大型風力発電機のブレード点検を実施しました。
現在は、いわき市様と連携しながらドローンによるブレード点
検の実証研究を行っております。
大型風力発電機のメンテナンスを軸とする技術提供を行うと
共に、会員の皆様と福島県が目指す再生可能エネルギーの
普及に貢献していきたいと考えております。

2017年： 年次点検業務開始
2018年： 半年点検業務開始
2019年： ドローンによる
 ブレード点検実証研究開始
2020年： 予防保全業務開始
2021年： いわき市様と連携協定締結
2022年： 風力発電商用機での実証試験成功

【風力発電機メンテナンス】

これまでの実績

秋田県潟上ウィンドファーム

ダウンコンダクタ導通点検はロープアクセス
や高所作業車を使って行うのが主流であるこ
とから費用が高額になるため、どこの事業者も
やりたがらないのが実情です。

これらを解決するためにはスマートメンテ
ナンス・デジタル化が必要になりますが、
弊社が進めているドローンを使った実証研
究成果を社会実装することにより課題を
克服できると考えております。

いわきウィンドバレー推進協議会を通じて技
術展開し、いわき市様を中心にダウンコンダ
クタ導通点検のネットワークを構築しながら
事業展開していきたいと考えております。 
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